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市町村が保育の利用  ○ 虐待事例など、保護者の自発的な利用申込みが期待できないケースについては、   
申込みの勧奨等により意思決定を補佐するとともに、必要な場合は児童養護施設等への措置を実施する。  
（こうした市町村としての公的関与の中で、虐待事例等について、関係機関が連携する市町村の支援のネッ  
トワークに適切につないでいく仕組みが必要である。）  

※ 低所得者、障害などを理由に、事業者の不適切な選別により、サービス利用ができなくなることがないよう  

公正な選考を保障する仕組みについて、さらに検討。  

※ 優先的に利用確保されるべき子どもが緊急的に生じた場合の受け皿の確保策についてさらに検討。  

Vi）「欠ける」という用言吾の見直し   

「保育に欠ける」という用語について、例えば「保育を必要とする」など、今後の保育制度の姿にふさわしいも   
のに見直すこととする。  
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現行の保育サービスの必要性の判断基準  

（「保育に欠ける」判断の仕組み①一政令による基準）  

○ 市町村が、保育の実施義務を負う対象である「保育に欠ける」児童であるか否かの判断については、「政令   
で定める基準」に従い、「条例で定める事由」によることとされている。   

O「政令で定める基準」としては、   
以下のいずれかに該当   

＋   
戻護者と同居親族等が児童の保育ができない場合とされている。  
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》
 
害
 
 

件
 
障
 
 

要
 
の
 
 

る
 
身
 
 

す
後
心
 
 

聞
直
は
 
 

に
産
又
 
 

況
出
、
 
 

又
 
 

の
 
 

身
 
 

の
 
 

者
 
 

護
 
保
 
 

《
 
 

③ 妊娠中  
④
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疾病、負  

⑥ その他（「前各号に類する状態」）  

◎ 児童福祉法施行令（昭和22年法律第164号）  
第二十七条 法第二十四条第一項の規定による保育の実施は、児童の保護者のいずれもが次の各号のいずれかに該当することにより当該児童を保育するこ   

とができないと認められる場合であって、かつ、同居の親族その他の者が当該児童を保育することができないと認められる場合に行うものとする。  

昼間労働することを常態としていること。  
妊娠中であるか又は出産後間がないこと。  
疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若しくは身体に障害を有していること。  

同居の親族を常時介護していること。  

震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっていること。  
前各号に類する状態にあること。  

一
二
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四
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○実際の判断基準となる各市町村の条例を見ると、おおむね以下の傾向が見られる。   

《都市部（待機児童の多い市町村）》  
相対的に詳細かつ厳格な内容。  

①政令各号で明記する事由（就労／妊娠・出産／（養育者の）疾病・障害／同居親族介護）により   

基本的な優先度を決定し、②同優先ランク内の調整指数として、その他の事由（母子家庭、虐待等）を   
男少る構造となっているところが多い。  

《その他（待機児童の少ない市町村）》  
相対的に鋤ことが可能な内容  

政令各号で明記されていない事由（母子家庭、虐待等）については、条例においても明記されていない  
ところが多い。  
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入所基準（条例）の実例①（神奈川県横浜市）  
《人口365万人（平成20年9月1日現在）、待機児童707人（平成20年4月1日現在）》  

6 入所選考基準が同一ランクでの調整指朝一発表  
l二三斤えこり午1月改定）  

※ 同一ランクで並んだ虜合は、以下のJ！1巨rこ該ニコする1易合：こl：掲聖詣款 としてそれぞ71の1長自r∴た＼激をつ：ノます．  
※ このrh赦が這い万力、らl頁番に：蛍雪します。なお、三周聖才嘗封の一1紺が扇い万てあってもぅンクの逆t転はありません。  

5 保育所の入所選考基準  
（基準の考え方）  その他の世帯状況   
＊ランクは、ABCDEFGの順に入所の   順位が高いものとします。  【ランクアップ項目】  
＊お父さん、お母さんでランクが異なるⅠ霧   合は、順位の低いランクを適用します。   
①から④は各項目1ラ       ＊同居している祖父母が65歳未満の場合、保育可能な方とみなします。その場合、保育で   
きない事を証明する診断書等を提出することが必要です。  ンクずつ、⑤は2ラン   

書 －、  ＊障害児・児童福祉の観点から保育に欠ける児童については、この選考基攣を基に別途に     ク」■高で2フノウまで  
選考します。   

アップします。  

※左記「9ひとり親世帯 等」が適用される場合は  

ラ    ＊選考に当たっては、保育が必要な理由呂   “の下記の「ランク表」に墨つきA 
ます。  ヽ一ノー－■・．、．－」】lヨヒ」J．′  

お父さん、お母さん（・   葉音できない理由、状況   （pひとり♯世帯■  

受）生活保雄せ帯  

居宅外労働 （外勤・居宅外  ⑨生計中心者の失士  
自営－  月16日以上かつ1日  ヨ以上7時間未満、働いている。   ④横浜保雷圭■手盛保  

月16日以上かつ1日  司以上の仕事に内定しノている。   
書事l祉■・認可諷虎  
保書斯■の牢番充  
（卒園時に青寛休業 中だった方です■鴫  

2  月20日以上かつ1日8時  司以上、働いている∩   に申込をする■合  
を含む）  

自宅）  喧）書体のため退所し、 再入所する■合  
月16［〕以上かつ1日  司以上7Ⅰ博聞未満、働いている。  D  
月16日以上かつ1日  司以上の仕事に内定している。   ∈  
月16〔〕以上かつ1日4時  笥以上7時間未満の仕事に内定している∩   碍）－・蕎）はt先♯放では ありません 

。  

3   お母さんが出産又は出産予定日の前後各8週間の期間にあって、出産   D   
産前産後  の準備又は休鼓を要する。   
4（1）   入院または入院に相当する治療や安静を要する自宅療養で常に病臥し  

通院加療を行い、常に安静を要するなど、保育が常時幽艶な場合。  【同一ランクで重んだ書 台の選考】  

な場合。   同一ランクで並んだ場合 は以下の状況を調整指数  

4（2）  
により、遭考します。  

身体障害者手帳1～2級、精神障害者保健福祉手帳1～3紐、  （裏面参照）  

心身の障害  

身体障害古手帳3級の交付を受けていて、保育が函難な場合。  ①市内在住  

身体障害者手帳4級の交付  を受けていて、保育が国難な場合。   （卦保書の代■手段  

5   
子雷て支凛者となる  
同居嘱應の宥簾など  

⑧世幕の状況  
被介護者の有無など  

4日以上かつ1日7時間以上保育が国難な場合。  

頑就労状況 夜鋤盾伴 
4日以上かつ1日4時間以上保育が困難な場合。   う暮鋼勤務  
震1く†風水空 火災その他の災害により自宅や近隣の復旧に当たって  の有ホなど  

6  A   

7   ⑥きょうだいの状況    就職に必要な技能習得のだ  こめに職業喜川練校、専門学校、大学なとに  D   
通学   通っているリ  きょうだい同一▲設  
8  求職中 （入所期間闇3か月です。その期間内に就職しないと退所   G  入所や多子世帯など  
求職中  になります。）  ⑦珠税所書金鏑  
9  ひとり槻世帯等において、就労、求脇活動、職業訓練等を行うことに  

等   （む一項）はt先■位では ありません 

なります。）   
。  

10   児童福祉の観点から、福祉保健センター畏が特に保育に欠ける緊急度   A   
その他   が高いと判断した場合。  （撲2）   

（※1） お父さん、お母さんがいない境合は、その他の保諜毒∩   
（※2） Aランクかつ2ランクアップ相当として選考します。  

lフg腎  備考   
申込児玉を65歳末瀾の規族に預けている   

範囲（申云唇を伴う場合及びきょうだし＼同時入所のための1雲合は除  ロ  
く、訝定こども愚からのl云薗は含む〕  

保育の代  
哲手段に             横浜保育室、家庭保育福祉員、認可乳児保育所の卒t蓼児 く卒習暗に  凹  卒園岩正明書写   育児休業雰とっており、育児休業明けで認可保育所へ申込む場合も   のある士具合に  
きむ）  限ります。  ついて は、左記  

保育の 芳夫  
代弓手段  園】以外へ育1盲で預けてし＼る（一時保－のみの利用は己まフ旨いノ  ＿′、」．一 

眠り琵す【   
みの利芦弓は含まない）  みを適用  

児童をt瑚甥で見ている   
します。  

児茎が危険を伴うⅠ芸】異にいる   

保育の代替羊阜割こ関して、上記以外の1雲合   （〕  

保苫屋善が身f忘障害者串帳1、2級・愛の手帳（療育手中長）・精神曙害   
2  元のランクの類型が「心   

の†草書があると認められる心尋障害増の場合  身の障害」のときは加点  
し∃：せん】  

世帯の  
】犬；見  

福祉手●長を持っている善がいてr「；空している場合  元のランクの類型が「親  
（当該児萎又は保喜蟹菖がこnらの手帳を持っている蝶合は除＜）  族の∩議」のときは加点  
同居家庭内に要介護1以上の；右足善がいて介護している携合“在宅介  l  しません。  
護に限る）   

市内在住  市外1圧住菖（や元入予定菖lま除く〕   －8  

単身赴I王   

両報≠引こ夜勤を伴う変則勤務である世帯   
就労1犬況  

居宅外自営業であるが、帽携が自宅に」井j投している   

勤章若葉績が1か、月末満である世帯   

ひとり規 世帯等  ひとり親世帯で65歳末満の同居親族がいない】易合   3  

ひとり親世帯で65歳末満のー司居親族がいる場合   

元のランクが「9．ひとり絹世帯等」で就ラ当内定のi易合   －2  上2行の点数こ重複して  
元のランクが「9．ひとり繊世帯竃」で求瞞ヰの土易含   超用さ「します。     －7   

きょう  
（きょうだいがl司－の保育園に入園を滞空する1募含に限る．，）  2  

だい  
の状況   

をした場合   

＜同一ランク・同一墓■盤指叡でj拉んだときの選考＞  
※同【ランク・同一調整指数で並んだときは、以下の順に考虚して選考しノます。  

三－ ‾二‾一 て一＝      ●   ＝  
■                TI災害 史り責病・P筆書l二言＝居宅外労I動 卑二介雲量 せひとり甥等 膏）居宅内労働・ヱー害宅外・内労働  

（内定）・釦就学等l瓢出産 ㈹・求職中   

2  両報のうち一万が夜勤を伴う変則劃願である世帯   

3  時間的・業務的拘束力の強さ   

4  保育の†宗力苔の胃無   

5  議毒している小学生以下の子どもの人扱が多い世帯   

経済的ゴ犬ミ兄l環場所j胃金言雫〉が低い世帯  
6     た7三し、4月1日入所は、前年の住民髄で判定するⅠ易合もあります   （力＼のがにわいのやい 

勤務先ら交†寸間合な等むを得な環合套除き、】旺明がある善が旋先）   

β   



入所基準（条例）の実例②（北海道札幌市）  
《人口189．8万人（平成20年8月1日現在）、待機児童271人（平成20年4月1日現在）》  

保 育 所 入 所 選 考 基 準 表  手し幌市  区  
1＿保育の美方』基準  

≡    三三    三二     一  
父 母   

l∃中労■由7時I18以」ニ   10く⊃  1く）0  
ヨ■51ヨ以  

日中労■l■一時間以」二7時l甘l未満   9く⊃  90  

日中労■弛7時lⅦ以」ニ   9（⊃  9Cl  
1   

日中労■15暗It■以」ニ7時lⅦ未満   白（⊃  80  
個物  

遥■3日▲≧l  日中労■■7時lⅦ以」＝   7（⊃  70  

その他  l∃申労■■丑あたり20時lⅦ以」二   70   70   

∈l中労1■b7時Ⅶ以」二   100  100  
1■5E】以  

日中労働4時Itれ以」＝7時It幕末濡   ⊆10  90  

日中労一助7時lⅦ以」二   90  90  
田                          過4tヨ以  

日中労■助5時Il■以」＝7時l■】未満   80  80  

i且ミ3日以」二  日中労■■7時lⅦ堪▲」二   70  70  

自  70  70  

日中労■■7時Ⅶ以」ニ   80  8日⊃  
1■5日以  

日中労■ぬ4時It覇以」二7時lⅦ未満   70  70  

t森   日中労■嶋7時Ⅶ以」二   7（⊃  7（）  

2   
日中労■嶋5時間I以」＝7時It覇未満   60  6t⊃  

■勤  
過3【ヨ以  日中労働7時Il■以上   50  50  

その他  日中労■■胡■あたり20時It8以」＝   50  50  

日中労■助7時∩■以」＝   80  80  
過5t∃以  

日中労■岨4時lⅦ以」ニ7時Ⅶ未満   70  70  

E】中労■助7時It■以」ニ   70  70  

同 職                          過4∈】以  

∈】中労■助5時W以」ニ7時It■未ヌ■   60  60  

」■3日以  【ヨ中労■血7時lⅦ以」＝   51＝〉  50  

その他  fヨ中労■血道あたリ20時Ⅶ以」二   50  50   

3  出産    出月■予定f∃書け1カヽ月・出産月の翌月末  100   

入院  100  100  

＿‘：： F   10（⊃  100  

4   層宅内療  雪t              犠遇遇陪臣カロ療を要する   7く⊃  71⊃  

」ニ書己以外の自宅療暮   5く⊃  50  

l壌ゎくしヽ    」■体P■t■書・1・2級覇■神P■■l∃■■1・2扱，知的叶■■毒FA  100  100   

ミl夢；院事の付添しヽ介；暮  100  1（⊃0  
5   

；】邑               自宅すト護  70  70   

tS   災  一  旬■  l日  100  1C10   

田   80  白（⊃  

自立更∃巨のための就労予定  70  70  

≡  80  80  
7  

日本寄旨習得半枚へ通学中  5⊂I  50  
る   

その他明らカ、lこ保l■l二欠lナると雷忍められる月■合  70  70  
の  

児■■朝■祉i主薬2t手兵字幕1積算4号‘こ ‘づ＜通知を受理  999   

児土氏名  

i＋l  l背膚区タ｝  

2．保育の割同整基準   

110  

10   

虚休明1ナ・★休明lナl二よる入所の錮■合  40  

3        兄弟一姉妹カくすで一こ入所してしヽる月■含  40  

」■E下下こ明lT・■■乍F明lTl三光弟・姉妹乃ヽ‾ヲ「‾‾ごl＝ノヽ」可けし‾‾⊂しヽ  50  

年度当初く4月及びら月）   1く⊃  

4  2く⊃  

宇L児l笥カ、ら幼児際Il＝車云圃  ⊆l白9   

；⇒：：   

実地萎司■、†t虫の三周整萎む■（こ力ヽ力ヽわらす「⊆199点」とする〔  

l＋l  
合音十点数   

（資料）札幌市ホームページより抜粋  
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入所基準（条例）の実例③（兵庫県神戸市）  
《人口153．3万人（平成20年9月1日現在）、待機児童487人（平成20年4月1日現在）》  

選考は  

入所希望者が、保育所の受け入れ能力を上回るため全員入所で  
きない場合は、原則として下記の優先順位に従って入所を決定し  

ます。（優先順位は主たる保育者の状況によります）下記の項目  

について、ご不明な点がございましたら、区役所保険福祉部「福祉  

事務所・支所にご相談ください。   

優先順位1  
主なもの  

母子家庭または父子家庭で、居宅外で仕事をしている等、児童を  
保育できない場合  

居宅外で保護者が常勤で、児童を保育できない場合  

保護者が重度の障害のため、児童を保育できない場合  

重度の障害を有する同居親族の常時介護等が必要で、児童を保育  
できない場合  

優先順位 2  

主なもの  

自営の中心者で、昼間居宅内で常に児童と離れて仕事をしていて、児童を  
保育できない場合  

居宅外でパート、非常勤の勤務（原則として、昼間4時間以上、月16日以  

上）をしていて、児童を保育できない場合  

保護者が中程度の障害または病気入院のため、児童を保育できない場合  
長期にわたり疾病の状態にある同居親族を有し、家庭で常時介護している  
ため、児童を保育できない場合  

優先順位 3  

主なもの  

自営の専従者で、昼間居宅内で児童と離れて仕事をしている場合または  
内職をしているため、児童を保育できない場合  

保護者が出産前後（概ね8週間）のため、または病気で自宅療養中のため  
児童を保育できない場合  

○児童福祉法第24条第1項の規定による事由を定める条例  

（昭和62年条例第57号）  

（趣旨）  

第1条 この条例は，児童福祉法（昭和22年法律第164号。以下「法」   

と いう。）第24条第1項の規定による事由を定めるものとする。  

（条例で定める事由）  

第2条 法第24条第2項に規定する保育の実施は，児童の保護者の   

いずれもが次の各号のいずれかに該当することにより，当該児童を   

保育することができないと認められる場合において，同居の親族そ   

の他の者が当該児童を保育することができないと認められるときに   

行うものとする。  

（1）昼間に居宅外で労働することを常態としていること。  

（2）昼間に居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の労働をす   

ることを常態としていること。  

（3）妊娠中であるか又は出産後間がないこと。  

（4）疾病にかかり，若しくは負傷し，又は精神若しくは身体に障害を   

有していること。  

（5）長期にわたり疾病の状態にある同居の親族又は精神若しくは   

身体に障害を有する同居の親族を常時介護していること。  

（6）震災，風水害，火災その他の災害の復旧に当たっていること。  

（7）前各号に類する状態にあると市長が認める状態にあること。  

附 則  

この条例は，昭和62年4月1日から施行する。  

附 則（平成10年3月31日条例第68号）  

この条例は，平成10年4月1日から施行する。  

（資料）神戸市例規集より抜粋  （資料）神戸市ホームページより抜粋  
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入所基準（条例）の実例④（山口県山口市）   
《人口19．1万人（平成20年9月1日現在）》  

○山口市保育の実施に関する条例  

（平成17年条例第95号）  
（4）疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神   

若しくは身体に障害を有していること。  

（5）長期にわたり疾病の状態にある、又は精   

神若しくは身体に障害を有する同居の家   

族を常時介護していること。  

（6）震災、風水害、火災その他の災害の復   

旧に当たっていること。  

（7）市長が認める前各号に類する状態にあ  

ること。  

（委任）  

第3条 この条例に定めるもののほか、申込手  
続その他保育の実施に関し必要な事項は、  

規則で定める。  

附 則  

この条例は、平成17年10片1日から施行する。  

（趣旨）  

第1条 この条例は、児童福祉法（昭和22年法律   

第164号）第24条第1項の規定に基づき、保育   

の実施に閲し必要な事項を定めるものとする。  

（保育の実施基準）  

第2条保育の実施は、児童の保護者のいずれ   

もが次の各号のいずれかに該当することによ   

り、当該児童を保育することができないと認め   

られる場合であって、かつ、同居の親族その他   

の者が当該児童を保育することができないと   

認められる場合に行うものとする。  

（1）昼間に居宅外で労働することを常態として   

いること。  

（2）昼間に居宅内で当該児童と離れて日常の   

家事以外の労働をすることを常態としている   

こと。  

（3）妊娠中であるか、又は出産後間がないこと。  
（資料）山口市例規集より抜粋 す7   



保育 園入園 選考点数表  

社会福祉課   

類 型  細  目    点数   必要書類   

8 時間以上   10   

家  週 3 日        ①前年度源泉徴収票    5 時間以上   円   以 上 の     （確定申告をした時はその写し）    3  

時間以上   5  庭  
3 時間未満   3  

外  田  

労   
5反以上  6  

①自営業等就労証明書  

働  

農 林 業   畑   
（2名以上従事の土日Aは主たる従事者の1／2）  

林 業  10町以上  8   

10町未満  4   

従 事 者   10   

家  家族従事者   8  
①前年度源泉徴収票  

庭  自 営 業  （確定申告をした時はその写し）  

内  
3人目以上  ②自営業等就労証明書  

労  家族従事者   5  

働         内   職   
4 時間以上   3  ①内職証明書  

4 時間未満   2   

出 産  出産前後3ケ月以内    10  ①母子手帳の写し   

入   院  1か月 以上   10   

通  院   
週3回以上  

保  
医師の診断書または状況を証明するもの  

護 者  

疾  
常時寝たきり   10  

痛  そ の他  
等  1級・2級   10  ①身体障害者手帳・療育手帳の写し  

体障害者           3  級   田  または医師の診断書  

4 級 以 下   5   

入院付添  1ケ月 以上   10   

病  
週3回以上  

人  
①身体障害者手帳の写しまたは療育手帳の写し  

の  
国  

看  
常時寝たきり   10  （ただし家庭内介護のうち、満80歳以上の高  

家庭内介護           障害者介護   8  護 等      齢  
高齢者介護   8  者介護は書類不要）  

そ の 他   2   

災害復旧  災害・風水害・地震など    10  ①災害状況を証明するもの   

学校通学・職業訓練等    10  ①在学証明書・学生書  

資格取ノ           通信教育の受講など  田  ①受講証明書または状況を証するもの   

高 齢者  75才以上  
8  

その他  
70才以上  6  

日本での生活が浅く保育  

が困難な時  
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入所基準（条例）の実例⑥（鹿児島県さつま町）  

《人口2．4万人（平成20年8月1日現在）》  

（2）居宅内で当該児童と離れて日常の家事  

以外の労働をすることを常態としているこ  

と。  
（3）妊娠中であるか又は出産後間がないこ  

と。  
（4）疾病にかかり，若しくは負傷し，又は精  

神若しくは身体に障害を有していること。  

ふ  （5）長期にわたり疾病の状態にある又は精   

神若しくは身体に障害を有する同居の親   

族を常時介護していること。  

（6）震災，風水害，火災その他の災害の復   

旧に当たっていること。  

（7）町長が認める前各号に類する状態にあ  

ること。  

（委任）  

第3条 この条例に定めるもののほか，申込手   

続その他保育の実施に関し必要な事項は，  
。町長が別に定める。  

附 則  

この条例は，平成17年3月22日から施行する。  

○さつま町保育所の保育の実施に関する条例  

（平成17年条例第96号）  

（趣旨）  

第1条 この条例は，児童福祉法（昭和22   
年法律第164号）第24条第1項の規定   

に基づき，さつま町保育所の保育の実   
施に関し，必要な事項を定めるものとす   

る。  
（保育の実施基準）  

第2条保育の実施は，児童の保護者の   
いずれもが次の各号のいずれかに該   

当することにより，当該児童を保育する   
ことができないと認められる場合であっ   

て，かつ， 
該児童を保育することができないと認   

められる場合に行うものとする。  
（1）居宅外で労働することを常態として  

いること。  

（資料）さつま町例規集より抜粋  
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